
現場で実践活動・桑名市議会議員 伊藤研司の発言＆活動報告
住所：桑名市上野松の下 89-7 事務所（留守電）ＴＥＬ・ＦＡＸ：２３-４１３６ 携帯 090-3831-0434

《伊藤研司議員・発言の主旨》

桑名市を含む日本では、経済的支援が必要な児童・生徒の割合は、７～１０人に一

人おられます。

このような時代だからこ

そ、東京・大田区の近藤博子

氏が名付け親と言われてい

る「子ども食堂堂」の運営が全

国的に広がっています。

当初の「子ども食堂堂」は、

経済的に支援が必要な児童

向けだったようですが、最近

では、地域づくりのため…即

ち、子どもを中心として、地域

の若者や子育てを終えた

方々が、ボランティアとして活

動され、それが地域の活性

化・賑わいにつながっているようです。

少子化の影響からか…地域で子ども達の声を聞くことが少なくなってしまって

いる時代だからこそ、子どもを中心とした施策の必要性を感じています。

《地域コミュニティ局長・答弁の主旨》

一つのキーワードとして、「食と子どもで地域がつながるる」取り組みが、まちづく

り協議会の取り組みとして重要な要素になってくるのでは、と思っています。

現実に、そのような取り組みが始まっている「まちづくり拠点施設」もあります。

《伊藤研司議員・発言の主旨》

【気まぐれ八百屋だんだん】

こども食堂には、こども連れのお母さん、一人で立ち

寄る男性や家族連れの方々もおられる。

「だんだん」は食を手助けし、勉強を習う寺子屋にも、

おとなのカルチャーにも、カフェにもなる。



強いのでは…と危惧しています。

「学校では間違えること…教室内では間違えることと」をキャッチフレーズに取り組

んでいますが、具体的な例では、「ムリリ」とか「どうせせ」という言葉がまん延してい

た…虚無感があるような発言が多いという現実がありましたので、教師の方々と

一緒になって、「肯定的な言葉葉⇔⇔ぽかぽか言葉葉」を学校全体に溢れさせよとの取り

組みをしています。

その過程で、非常にイライラしていた子どもが、友達から「ありがとう…助けても

らって嬉しかった……」という言葉をかけてもらうことによって、ある時、失敗した子

に「ドンマイ」という言葉を言ったのです。

ドンとマインドですから…気にしないで…ということなのです。この言葉が非常に

勇気づけられる言葉になった…学級に「ドンマイイ」という言葉が広がっていった

…それぞれが、大切にしなくてはならない「自分も大切 あなたも大切切」そのよう

な思いが広がっていったという現実がありました。

やはり、「言葉かけけ」が大切になると思っています。

家庭・地域社会ででも広げて頂きたい…「ありがとうう」という言葉が、一番心に

響くと思っています。

《伊藤研司議員・発言の主旨》

桑名駅東西を結ぶ「自由通路建

設費」は、最初は総工費67億数千万

円との話を聞いていたのですが、いつの間にか、総工費 97 億 3 千万円となってし

桑名駅東西を結ぶ「自由通路」のイメージ図と

全体事業費９７.3 億円 の事業費の内訳推移を

グラフで説明。

本議会で説明したグラフを直接掲載しました。

ユニセフからの記事ですが、医学の進歩もあり、

日本は世界で最も乳児死亡率が、０.９と低い国と

のことです。

しかし、一方では、 卯月盛夫氏

は「子どもの力がまちを変える」とのテーマの中

で「日本は、先進諸国ではロシアに次ぐ自殺率の

高い国である。

特に 14歳～19 歳の死因の一位は「不慮の事故」、

二位は「自殺」、さらに 20歳～24歳の死因の一位

は自殺である。

いじめを苦にした小・中学生の自殺やブラック企業における若者の過労死は、近

頃マスコミでも取り上げられている。

私たちは、このような自殺の問題は、個人の問題と考えて、社会全体の問題とし

て対応していないのではないか…？！

一つ一つは小さな問題かも知れないが、それが複合化された時、実は最も社会

的な弱者である子ども達にそのしわ寄せが集中する。…。以上の報告もあります。

学校・家庭でのしつけ・教育の中で、自己を肯定的に捉えることが必要であると

思っています。

しかし、現場の先生方は、報道にもあるように非常に忙しく教師の数も少なく、激

務の中での教育実践の日々だと思っています。

そのような状況下で、子ども達の自己肯定力を付ける実践活動は難しい課題で

もあると認識していますがが、オンリーワンの人生を歩むことが出来るためめめ・生き抜く

力を付けるためめ、またた青少年の自殺を減少させるためめにも、学校教育は非常に重

要だと認識しています。

《教育長・答弁の主旨》

私自身も、日本の子ども達が外国の子ども達に比べて、自己評価が低いという

ことには、極めて気がかりな問題と受け止めています。

自己肯定感を高めることとについては、①①一人一人の子ども達が、他人（ひと）の①① 人 人の子ども達が、他人（ひと）の

為に役に立っているのだという実感を持つこと、②②他人（ひと）から認められてい為に役に立っているのだという実感を持つこと ②②他人（ひと）から認められてい

る、という思いを持つこと…この二つが重要なことだと思っています。る、という思いを持つこと

確かに、日本人気質というのがあって、少し控えめにというところがあると思う

のですが、その中で感じるのは、学校・地域・家庭で褒められる機会が少ない…逆

に、失敗をとがめられる…虐待の例などは、最たる事例ですが、そのような傾向が



要な投資であると考えています。

なお、先ほどご指摘がありました桑名駅自由通路の整備事業では、補助率が下

がったことは私も認めますが、その分、内示率については非常に高い内示を頂い

た、と考えています。そういった意味で、国からの国庫補助金については、ある程

度満足のできる交付金を国から頂いたと考えています。

《伊藤研司議員・再発言の主旨》

高度経済成長の時代ならばある意味納得もできますが、しかし、平成２８年度の

桑名市の経常収支比率は９９.２です〔類似団体は約８８～９０〕。 納得できません。

〘私・伊藤研司の駅周辺事業への考ええ〙

①①桑名駅西区画整理事業は、元々はＪＲ・近鉄の高架事業と一体の事業でした。

私は、鉄道事業者が鉄道の高架事業を中止した時、「区画整理事業の中止を決

断し、道路と公園のみの事業に縮小すべき！」と提言しました。

②②パルが解体された後は、「公園用地＋屋台村」にすべきとの考えを、当時の担

当スタッフと議論・要望していました。

しかし、当時は私の構想に賛同するスタッフ・議員はいませんでした。

今、振り返ると、①①区画整理事業を廃止し、道路＋公園事業に縮小しておれば、

地域内の方の自宅も法規制の網がかからず改築もできますし、100 億円位？

は事業費の削減が出来きたのではないか…？！と思っています。

②②パルビル解体の跡地を公園〔公園＋屋台村＋バーベキュー〕にしておれば、

金太郎飴のような街づくりではなく、オンリーワンの街づくりが出来ていた

のではないか…？！とも考えています。

※※

※※

《伊藤研司議員・発言の主旨》

近年、児童・生徒の通学路安全確保のため、我が国で「ゾーン３０」の取り組みが

活発化しています。

三重県で最初の「ゾーン３００」の実施が、桑名市の精義学区で始まり、大山田の南

まった経緯もあります。

総事業費：97 億３千万円の内訳訳↓総事業費 億 千万円の内訳訳

平成２９年度の議会⇒国費は５２億３千万円、合併特例債を含む桑名市負担分は平成 年度の議会

４５億円（地方債・借金は４２億６千万円、一般財源は２億４千万円）

平成３０年１月２３日の全員協議会⇒国費は３０億６千万円、合併特例債を含む桑名平成 年 月 の全員協議会

市負担分は６６億７千万円（地方債・借金は４７億３千万円、一般財源は１９億４千万円）

平成３０年度の６月議会⇒国費は２４億８千万円、合併特例債を含む桑名市負担分平成 年度の 月議会

は７２億５千万円（地方債・借金は５２億７千万円、一般財源は１９億８千万円）

以上ように、一年間で合併特例債を含む桑名市負担分は２７億５千万円も増えた

のです。

工事が始まって後で、２度にわたる後出しジャンケンでの増額は、市民目線・感情

としたら許されることではありません。

しかし一方では、市民生活に直結する事業・施策策⇒⇒駐輪場の廃止・縮小、中学校

教師用パソコンはゼロ予算、小学校教室のエアコンもゼロ予算、また、まちづくり

拠点施設のリノベーション 費用もゼロ予算…。

保育士→

保健師→

乳幼児虐待事件をゼロに近づけ、虐待死事件をゼロの日を続けるため…見守り

体制の充実…保育現場の充実のためにも保健師・保育士の増員を望むのです。

《桑名市長・答弁の主旨》

桑名市総合計画で掲げる７

つのビジョンのうち「子どもを

３人育てられるまち」を私は推

進しており、今年４月に未来局

を新設しました。子ども医療費

の窓口無料化については、平

成３１年９月からの実施に向け

準備しています。

まちが成長を続けるための

施設整備を伴うハード面での

投資、また、将来を担う子ども達への投資、将来の桑名市とためにはいづれも重

私・伊藤研司が提言し、子育て環境充実のために地区

市民センター・公民館（当時）で開催された講座。

↑写真は文章とは直接的には関係ありません。 撮影・伊藤研司



＊今年夏季の募集・応募人

数？

＊昨年までの取り組みの

検証、事業者を含め、今年

度の取り組みの考え方？

今年度・夏休み期間中の学

童保育所の状況は、「くわ

なメディアライブ、桑名福

祉センター（在良）、大成学

童保育所」の三か所です。

申し込み世帯数・児童数は、

桑名メディアライブ→65

世帯・76 名、桑名福祉セン

ター→45 世帯・55 名、大成学童保育所→14 世帯・16 名となり、全体で 124 世帯・

147 名の申し込みを頂き、昨年度の申し込み者と比較して 29 名増加しており夏休

み期間中の学童保育のニーズの高さを感じています。

《伊藤研司・発言の主旨》

「桑名市まち・ひと・しごと創生総合

戦略」平成 27 年 11 月桑名市発行

のＰ17 には貝の漁獲高⇒水産業の

振興、特にハマグリ・シジミなどの

貝類の漁獲拡大と水産資源保護の

両立を図ります、と記載されていま

す。 平成 26年度の現状状→→912トン

平成 31 年の目標値→1.200 トンと

記載されています。

来年が平成 31 年になりますが、

大山田地区市民センター、七和・城南まちづくり拠点施設で

行われている「子育てキッズ」。 この事業が軌道に乗って

以降、「虐待死亡事件」は発生していません。「子育てキッ

ズ」の成功が、「ぽかぽか」での活動につながっています

２００６年から、私が本議会を含め日々、何度も提言し、２０１０

年（Ｈ２２）から実施に至りました。撮影・伊藤研司 大山田地区市民センター

写真上⇒長良川浚渫前。旧マウンド付近。1996 年

写真下⇒河口堰・浚渫の影響でほぼ全滅。2018年

小学校区では昨年に実施…そして、城

南小学校区では昨年度から自治会役

員・民生児童委員・学校関係者・行政関係者の方々を中心として、取り組みが活発

化しています。

警察庁の統計でも、２０１１年～２０１５年に整備された２.４９０か所の一年間の人身事

故の調査では、整備前は５.４１４件 整備後では４.１４４件と２３.５％減少。

死亡・重傷事故は、整備前は３７３件 整備後では２７３件と２６.８％減少

死亡事故だけに限定すると、整備前は１８件 整備後では１１件と大幅に減少。

桑名市としての「ゾーン３００」への取り組みは？！

《地域コミュニティ局長・答弁の主旨》

研司議員からは、子ども達の通学路

の安全を確保するために、地域が一丸

となった「ゾーン３０」の設定への取り

組みを提言して頂くとともに、地域にお

ける具体的な課題を取り上げて協議を

進めている事例の情報共有を図り、合

意形成の場としての活用も含め、まち

づくり拠点施設の活性化を図るべきと

のご意見も頂いています。

地域の方々と情報を共有して、進め

て行きます。

※※２０１６年５月、保育園に通う５歳児が交通事故に遭い死亡する事件が起年 月、保育園に通う 歳児が交通事故に遭い死亡する事件が起
きてしまいました。 私は、特にその事件以降、通学路の安全確保のきて
ため

いまししま
「ゾーン３０

私は、特にその事件以降、通学た
０」設置についても言及しています。

私・伊藤研司は、これまでにも本議会でパネル

を使って、児童・生徒の通学路の安全対策につ

いて、発言していると共に、担当所管のスタッ

フと日々、議論を重ね続けています。

写真上→青木記念病院と接するＲ１歩道に

描かれた「ゾーン３０」

写真下→益世小学校児童の通学路：三ツ矢

橋交差点。 横断歩道の印は消えている。

このような歩道は市内に多く見られる。

【ゾーン３０】

私は交通事故から、児童・生徒の命を守る

ためにも、通学路を中心に、桑名市一帯に

「ゾーン３０」の取り組みが必要と提言。



具体的にどの様な施策を行い、今後、行おうとしているのか…？！

《産業振興部長・答弁の主旨》

現状ですが、シジミの漁獲量は平成 23 年以降、減少続けていましたが、平成 29

年はわずかに増加しています。

木曽川下流事務所が発注した「平成 29年度木曽川下流部魚介類生息環境調査検

討業務」による「管内シジミ調査結果」による、「稚貝調査結果」によりますと、揖

斐・長良川では多くのの①①稚貝が確認されたところもあるとのことでしたので、漁獲稚貝が確認されたところもある

量も引き続き右肩上がりになることを期待しています。

こういった中、研司議員ご指摘の通り関係機関や漁業関係者、研究者などが何度

もシジミの生息調査をしていますが、自然界のことは人智の計り知れぬところが

多きく、決定的な原因究明には至っていないのが実情です。

※※私たち「しじみプロジェクト・桑名」が行っている調査では、長良川河口堰上流域

では、ヤマトしじみの漁獲は限りなくゼロに近く、下流域では多くの場合、河川の

両端の砂地での生息が確認されているだけで、中央部での漁はできません。

①①稚貝から漁ができるまで「ヤマトしじみ」が成長できるかどうか？が問題です。稚貝から漁ができるまで「ヤマトしじみ」が成長できるかどうか？が問題です

「…。親と生き別れて泣き叫ぶ子ども、頭を抱え込
む老人…日米両軍による地上戦の戦火は住民を
巻き込み、多くの命を奪った。生き残った者へも深
いつめ跡を残した。」と説明にあります。
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